
はじめに 

 

 山形県衛生研究所における令和 4年度の研究成果及び業務実績等について、

所報第 56 号としてとりまとめました。 

 地方衛生研究所は、地域における公衆衛生の科学的・技術的拠点として、疾

病予防および健康増進等に係る試験検査や調査研究、公衆衛生情報の収集解

析、地域保健関係者の研修指導を主な業務としています。 

 令和 4年度、新型コロナウイルスの検体数は 4月には 1000 件を超えていま

したが、9月以降は 2桁にまで減少しました。新型コロナウイルスに関連した

衛生研究所の役割はしだいにゲノム解析に絞られていくとともに、通常業務を

主体とした体制に戻して行く段階に入りました。その一方、新型コロナウイル

ス対策として導入されたゲノム解析をさらに他の感染症に活用していくことも

重要であり、結核菌検査にあっては、菌の異同の判定に積極的に取り入れる体

制を 11 月に整備したところです。 

私たちは、健康被害事例に際し迅速・正確な検査結果を出すことに努めつ

つ、被害予防に向け、感染症の疫学研究、自然毒検査法や分析法の開発を２大

テーマとして調査研究に取り組んでいます。終了課題“コクサッキーウイルス

A21 型の血清疫学研究”及び“ドクササコの固有成分探索及び分析法開発”が

山形県試験研究機関令和 3年度優秀研究課題に選ばれ、演題“新型コロナウイ

ルスゲノム解析の現状と課題”が令和 3年度日本獣医公衆衛生学会東北地区学

会長賞を受賞するなど、研究活動が評価されたことは嬉しい限りです。 

山形県は植物自然毒の発生件数が全国でも最も多い県の１つであり、食中毒

防止のため、理化学部が総力を結集して作成した“毒に注意 植物とキノコ”

のパンフレットが 3月に完成しました。大変評判の良いパンフレットであり、

当所ホームページからもご覧いただけますので、ご活用いただけましたら幸い

です。 

本号を通じて当研究所の業務内容および研究成果をご高覧のうえ、ご批判や

ご意見等をお寄せいただければ幸いに存じます。 
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